
ST1震災・社会リス

クをふまえたレジリ
エント政策の評価

ST4 社会リスク評価を

介した震災廃棄物の
処理・リサイクル拠点
の適地評価

ST2 震災被害想定

に応じた震災廃棄
物量のコンティン
ジェント推定の評価

ST5 震災廃棄物

の環境上適性な
資源化技術の
開発と評価ST3震災廃棄物と

再資源化物の輸
送にかかる脆弱性
と輸送効果の評価

現在から 10年 20年 30年 ・・・

BaU
・被災比率大
重要拠点被災

高台シフト型
・維持集落/高台移転
・被災比率小
重要拠点維持

低平地展開型
・居住促進拠点
・被災比率中
重要拠点広域被災

※ 機能分布に応じた産業・生活インフラの再配置を考慮
（産業用地、もの揚場、コミュニティ資産(学校、集会所、・・・)）

人口減少：単なる人口減少のみを意味するのではなく
産業・生活インフラの維持管理、再配置進行を遅らせるリスク

連携型
・地域間連携
・被災率中

重要拠点代替

地
区
特
性

人口減少・コンパクト化の進行（地域条件別）

地域A
(高知市
平野部)

地域C
(徳島

沿岸部)

地域B
(和歌山県
南部)

地域特性
類型化

地域汎用性へ

発災

・地形（海岸からの平地の広がり）
・人口密度（土地の充足率、沿岸インフラ）
・廃棄物施設（施設候補地）分布
・人口減少、都市政策時間経過

地域A
(高知市
平野部)

地域C
(徳島

沿岸部)

地域B
(和歌山県
南部)

評価指標：

資源コスト(被災後－平常時)

リサイクル率
処理環椎時間

震災後の時間経過別
条件変化

処理完了時点

土地特性に応じた拠点システム戦略を実践するプラット
フォームの設立

復興フェイズに応じた震災廃棄物の量
と質の発生量推定および輸送モデル
の構築

地域特性・ニーズに応じたリサイク
ル技術の選択とパフォーマンスの
評価

パスウェイマネジメント 政策介入評価

行政ニーズへの貢献

戦略的レジリエント政策による平時と災害時の双方に効果のある廃棄物処理の資
源循環性能、低炭素化のパフォーマンスの提示と政策提言

都市化の進行と人口減少社会時代における２回の大震災を経験した我々が直面する災害として発生確率が非常に
高いのであれば、南海トラフ地震による被災を通常の都市政策に織り込み、平時、災害時を含め持続可能な都市づ
くりを行うべきである。

【3K153008】 巨大地震による震災廃棄物に関わる社会リスクをふまえたサステイナブルな適応策評価

事前対応ならびにレジリエンス政策の立案から
復興プロセス全般にわたってシームレスなシス
テム構築


